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『
続
金
瓶
梅
』
に
見
え
る
「
蓮
女
成
仏
公
案
」
を
め
ぐ
っ
て

辻
　
　
　
　
　
リ
　
　
ン

一
　
は
じ
め
に

　
本
稿
に
お
い
て
は
、『
続
金
瓶
梅
』
第
三
八
回
に
見
え
る
「
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
公
案
」
の
宣
巻
（
以
下
、
便
宜
上
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏

宝
巻
』
と
称
す
る
）
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
紹
介
し
た
上
で
、
同
説
話
の
内
容
と
系
譜
、
作
品
に
み
え
る
宣
巻
の
状
況
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
る
。
そ
の
過
程
で
、
明
末
清
初
に
お
け
る
物
語
宝
巻
の
様
相
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
う
る
と
考
え
る（

（
（

。
長
編
白
話
小
説
『
続
金
瓶

梅
』
に
関
す
る
研
究
は
各
方
面
か
ら
多
く
検
討
さ
れ
て
い
る
が（

（
（

、
そ
の
中
に
見
え
る
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ

論
考
は
管
見
の
限
り
で
は
、
ま
だ
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
点
で
本
稿
は
意
味
あ
る
も
の
に
な
ろ
う
と
考
え
る
。
以
下
、
本
題
に
入
っ
て
い

く
。

　
こ
れ
ま
で
中
国
で
は
各
地
で
抄
本
の
蒐
集
に
力
が
注
が
れ
、
そ
の
地
名
を
冠
し
た
宝
巻
（
例
え
ば
、
河
西
宝
巻
、
酒
泉
宝
巻
、
靖
江
宝

巻
な
ど
）
を
整
理
、
出
版
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
近
年
、
華
北
地
域
の
宝
巻
や
呉
方
言
地
域
の
宝
巻
な
ど
地
域
を
限
定
し
、
文
献
と
現
地
調

査
の
両
面
で
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
き
た（

（
（

。
し
か
し
、
宝
巻
の
変
遷
史
の
視
点
か
ら
、
特
に
明
清
時
期
の
物
語
宝
巻
の
様
相
と
そ
の
変
化
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過
程
に
つ
い
て
の
、
具
体
的
検
証
は
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
明
末
清
初
に
現
存
す
る
物

語
宝
巻
の
テ
キ
ス
ト
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
宝
巻
の
変
遷
史
に
お
け
る
時
代
区
分
は
澤
田
瑞
穂
「
宝
巻
の
変
遷
」
に
詳
し
い
論
考
が
あ
り（

（
（

、
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
行

論
の
便
宜
上
ま
ず
澤
田
先
生
に
よ
る
研
究
に
即
し
て
簡
単
に
ま
と
め
る
。
唐
代
仏
教
寺
院
の
俗
講
を
起
源
と
す
る
宝
巻
は
、
嘉
慶
一
〇

年
（
一
八
〇
五
）
を
一
応
の
画
期
と
し
て
、
古
宝
巻
時
代
と
新
宝
巻
時
代
と
に
大
別
さ
れ
る
。
古
宝
巻
時
代
は
、
羅
祖
が
正
徳
四
年
（
一

五
〇
九
）
に
刊
行
し
た
五
部
六
冊
以
前
の
仏
書
に
類
す
る
原
初
宝
巻
期
、
五
部
六
冊
と
そ
の
影
響
を
受
け
て
刊
行
し
た
「
説
理
本
意
、
一

宗
の
経
典
と
し
て
の
宝
巻
」
が
盛
行
さ
れ
た
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
教
派
宝
巻
期
、
清
の
康
煕
三
～
四
〇
年
（
一

七
〇
〇
年
前
後
）
か
ら
嘉
慶
初
期
に
か
け
て
の
清
朝
政
府
の
邪
教
取
り
締
ま
り
と
宗
教
活
動
の
隠
密
化
に
よ
る
宝
巻
の
「
沈
衰
期
」
に
細

分
さ
れ
る
。
嘉
慶
一
〇
年
を
転
機
と
し
て
民
国
に
至
る
ま
で
は
新
宝
巻
時
代
と
す
る
。
中
国
側
の
代
表
的
な
研
究
者
で
あ
る
車
錫
倫
氏
も

澤
田
説
の
年
代
区
分
を
参
照
し
て
、
各
時
代
の
宝
巻
の
題
材
と
特
徴
か
ら
、「
沈
衰
期
」
の
お
よ
そ
百
年
を
民
間
（
物
語
）
宝
巻
期
と
見

な
し
、
清
の
康
煕
三
～
四
〇
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
そ
の
前
期
は
早
期
仏
教
宝
巻
期
と
（
五
部
六
冊
刊
行
後
の
）
民
間
教
派
宝
巻

期
、
そ
の
後
期
は
民
間
宝
巻
期
と
称
す
る（

（
（

。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
内
容
と
深
く
関
わ
る
の
は
、
教
派
宝
巻
の
全
盛
期
か
ら
嘉
慶
一
〇
年
に
か
け
て
の
期
間
で
あ
る
。
こ
の
期
間
は
教

派
宝
巻
と
い
う
性
質
か
ら
、
宗
教
史
や
中
国
哲
学
の
面
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が（

（
（

、
俗
文
学
の
面
で
は
、
現
存
す
る
作
品
の
数
量
に

乏
し
く
、
従
来
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
古
宝
巻
と
新
宝
巻
の
間
に
、
宝
巻
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
か
よ
う
な
質
的
な

変
化
を
生
ん
だ
の
か
、
と
い
う
問
題
は
宝
巻
の
変
遷
を
考
え
る
う
え
で
、
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
清
時
期
、
中
国
の
河
北
、

山
西
、
山
東
な
ど
の
華
北
地
域
は
宝
巻
の
流
布
（
宣
巻
活
動
）
す
る
中
心
地
域
で
あ
っ
た
が（

（
（

、
明
末
か
ら
嘉
慶
以
前
の
物
語
宝
巻
は
文
献

資
料
が
少
な
く
、
車
錫
倫
『
中
国
宝
巻
総
目（

（
（

』
で
も
僅
か
十
数
種
の
著
録
し
か
な
い
。
以
下
に
現
存
す
る
も
の
を
お
よ
そ
の
時
代
順
で
掲
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げ
る（

（
（

（
巻
名
の
後
の
数
字
は
『
中
国
宝
巻
総
目
』
著
録
の
通
し
番
号
。
６
、
7
、
９
は
未
著
録
。
通
し
番
号
の
後
は
教
派
に
よ
る
と
判
明

さ
れ
た
も
の
の
み
記
入
し
て
お
く
）。

明
末

　
1
　
明
刊
折
本
『
仏
説
如
如
老
祖
宝
巻
』
〇
二
四
三
　
無
為
教
に
よ
る

　
2
　
明
刊
折
本
『
仏
説
如
如
居
士
度
王
文
生
天
宝
巻
』
〇
二
四
四
　
無
為
教
に
よ
る

　
3
　
明
末
抄
本
『
仏
説
王
忠
慶
失
散
手
巾
宝
巻
』
〇
二
五
〇

　
4
　
明
刊
折
本
『
銷
釋
孟
姜
忠
烈
貞
節
賢
良
宝
巻
』
一
三
五
五
　
黄
天
道
（
ま
た
は
弘
陽
教
）
に
よ
る

　
5
　『
金
瓶
梅
詞
話
』
所
見
『
黄
氏
女
宝
巻
』
〇
二
二
八
　
教
派
に
よ
る

　
6
　『
金
瓶
梅
詞
話
』
所
見
『
五
祖
黄
梅
宝
巻
』　
教
派
に
よ
る

清
の
嘉
慶
以
前

　
7
　
順
治
一
七
年
（
一
六
六
〇
）『
続
金
瓶
梅
』
所
見
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』

　
8
　
順
治
一
八
年
（
一
六
六
一
）
抄
本
『
仏
説
喜
相
逢
宝
巻
』
〇
二
五
四

　
9
　
康
熙
二
年
（
一
六
六
三
）
抄
本
『
猛
将
宝
巻（

（1
（

』

　
10
　
康
熙
三
七
年
（
一
六
九
八
）
張
掖
刊
本
『
敕
封
平
天
仙
姑
宝
巻
』
〇
一
一
〇
　
虚
皇
道

　
11
　
康
熙
刊
折
本
『
仏
説
張
世
登
宝
巻
』
〇
二
五
六

　
12
　
康
熙
大
盛
堂
刊
折
本
『
仏
説
趙
孝
郎
還
魂
高
氏
行
孝
宝
巻
』
〇
二
五
七

　
13
　
康
熙
栄
盛
堂
刊
折
本
『
仏
説
貞
烈
賢
孝
孟
姜
女
長
城
宝
巻
』
〇
二
五
八
　
形
式
同
４
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14
　
乾
隆
二
九
年
（
一
七
六
四
）『
仏
説
王
有
道
休
妻
宝
巻
』
〇
二
五
一

　
15
　
乾
隆
三
八
年
（
一
七
七
三
）
古
杭
昭
慶
寺
大
字
経
房
刊
本
『
香
山
宝
巻
』
一
二
九
〇

　
16
　
乾
隆
三
九
年
（
一
七
七
四
）
刊
本
『
太
華
山
紫
金
鎮
両
世
修
行
劉
香
女
宝
巻（

（1
（

』
〇
六
四
二

　
17
　
乾
隆
五
三
年
（
一
七
八
八
）
山
西
介
休
抄
本
『
慈
雲
宝
巻
』
〇
〇
八
二

　
18
　
乾
隆
五
七
年
（
一
七
九
二
）『
李
素
貞
還
魂
宝
巻
』
〇
五
八
六

　
19
　
嘉
慶
六
年
（
一
八
〇
一
）
朱
鎔
照
『
孟
姜
女
長
城
宝
巻（

（1
（

』
〇
七
一
一

　
9
、
14
、
15
、
18
と
19
は
江
蘇
、
浙
江
地
域
で
流
布
す
る
い
わ
ゆ
る
江
南
地
域
の
宝
巻
で
あ
り
、
10
は
虚
皇
道
に
よ
る
河
西
回
廊
地
域

の
宝
巻
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
一
三
種
は
い
ず
れ
も
河
南
、
山
西
、
山
東
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
中
原
地
域
の
北
方
宝
巻
で
あ
る
。
こ

れ
ら
北
方
宝
巻
の
中
に
、
明
末
の
6
種
と
清
初
の
8
は
宗
教
教
派
に
よ
る
、
ま
た
は
教
派
色
が
濃
く
残
っ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

が
、
そ
の
間
に
挟
む
7
『
続
金
瓶
梅
』
所
見
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
お
よ
び
そ
の
宣
巻
形
式
が
そ
れ
ら
と
異
な
る
特
徴
が
見
ら
れ
、

興
味
深
い
存
在
で
あ
る
。
原
初
の
仏
教
宝
巻
、
明
末
清
初
の
宗
教
教
派
宝
巻
と
長
江
流
域
に
流
布
す
る
い
わ
ゆ
る
江
南
宝
巻
に
お
け
る

形
式
上
の
特
徴
は
澤
田
瑞
穂
先
生
や
車
錫
倫
先
生
に
よ
る
論
述
が
あ
り
、
ま
た
尚
麗
新
氏
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、『
北
方
民
間
宝
巻
研

究
』
で
綿
密
な
比
較
・
考
証
が
行
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
本
稿
に
関
わ
る
明
末
清
初
の
北
方
宝
巻
と

江
南
地
域
の
宝
巻
に
お
け
る
形
式
上
の
特
徴
を
簡
単
に
ま
と
め
る
。

　
明
末
か
ら
清
の
嘉
慶
以
前
ま
で
、
物
語
宝
巻
の
ス
タ
イ
ル
は
、
教
派
宝
巻
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
に
な
っ
て
い
き
、
教
派
で
な
い
民
間
の

宝
巻
は
簡
略
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
変
化
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

　
明
末
清
初
の
宗
教
教
派
に
よ
る
宝
巻
は
、
そ
の
宗
教
的
儀
式
に
よ
り
、
か
な
り
複
雑
な
形
式
が
見
ら
れ
る
。
現
存
す
る
物
語
宝
巻
に
み
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え
る
形
式
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
る
。

　
　
開
巻
　
①
諷
経
呪
　
②
安
壇
　
③
挙
香
賛
　
④
三
宝
　
⑤
開
経
偈
　
⑥
綱
要
（
教
義
主
旨
）　
⑦
開
巻
偈

　
　
本
文
　「
品
」
ま
た
は
「
分
」
で
分
け
る
。「
品
」
ご
と
に
、
①
散
文
（
説
）
②
七
言
（
ま
た
は
五
言
）
詩
讃
　
③
唱
　
④
長
短
句
の

韻
文
　
⑤
七
言
（
ま
た
は
五
言
）
詩
讃
　
⑥
俗
曲
、
小
曲

　
　
結
巻
　
①
「
宝
巻
円
満
」
と
唱
和
　
②
結
経
発
願
文

　
主
要
な
本
文
で
は
、
②
の
詩
讃
は
①
散
文
（
説
）
の
内
容
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
⑤
の
詩
讃
も
ま
た
④
の
内
容
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
物
語
を
展
開
し
な
が
ら
、
間
に
当
時
流
行
し
た
俗
曲
を
歌
っ
た
り
、
唱
和
し
た
り
す
る
ス
タ
イ
ル
を
と
る
。
例
え
ば
、
前

掲
２
無
為
教
に
よ
る
『
仏
説
如
如
居
士
度
王
文
生
天
宝
巻（

（1
（

』
の
本
文
は
「
品
」
で
段
落
分
け
、「
品
」
ご
と
に
題
名
が
あ
る
。
⑥
、
①
、

②
、
③
、
④
、
⑤
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
3
明
末
抄
本
『
仏
説
王
忠
慶
失
散
手
巾
宝
巻
』
と
4
明
刊
折
本
『
銷
釋
孟
姜
忠
烈
貞
節
賢
良

宝
巻
』
も
ほ
ぼ
同
様
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
5
『
金
瓶
梅
詞
話
』
所
見
『
黄
氏
女
宝
巻
』
は
閨
房
で
行
わ
れ
る
た
め
か
、
儀
式
が
や
や
簡

略
し
て
、
開
経
に
④
、
⑤
、
⑦
、
本
文
に
①
、
②
、
③
、
⑥
の
形
式
が
見
ら
れ
る
。
6
『
金
瓶
梅
詞
話
』
所
見
『
五
祖
黄
梅
宝
巻
』
は
小

説
で
は
部
分
的
な
内
容
で
あ
る
た
め
開
経
と
結
経
は
省
か
れ
る
が
、
本
文
に
⑥
、
①
、
②
、
③
、
④
、
⑤
が
見
ら
れ
る
。

　
明
末
清
初
の
宗
教
教
派
宝
巻
以
外
の
宝
巻
、
す
な
わ
ち
因
果
応
報
を
説
く
民
間
の
物
語
宝
巻
は
、
そ
の
変
化
過
程
を
文
献
中
に
直
接
記

述
し
た
例
は
少
な
い
。
た
だ
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
康
熙
・
乾
隆
年
間
の
写
本
か
ら
、
お
よ
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
例
え
ば
、
前
掲
9
『
猛
将
宝
巻
』、
18
『
李
素
真
還
魂
宝
巻
』
な
ど
が
あ
る
。
数
少
な
い
テ
キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
そ
の
ス
タ
イ

ル
の
特
徴
は
早
期
の
仏
教
宝
巻
の
ス
タ
イ
ル
を
取
り
つ
つ
も
、
そ
れ
よ
り
簡
略
化
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
前
掲

15
『
香
山
宝
巻
』
は
、
本
文
の
冒
頭
に
十
数
行
の
説
（
セ
リ
フ
）
に
続
き
、
七
言
四
句
と
五
言
四
句
の
韻
文
が
交
互
に
置
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
早
期
の
仏
教
宝
巻
の
ス
タ
イ
ル
の
影
響
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
続
き
の
本
文
は
散
文
（
セ
リ
フ
）
と
詩
讃
体
韻
文
（
讃
十
字
、
俗
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曲
な
ど
）
の
み
で
、
開
巻
と
結
巻
は
な
い
と
い
う
簡
単
な
構
成
で
あ
る
。
16
『
太
華
山
紫
金
鎮
両
世
修
行
劉
香
女
宝
巻
』
の
現
存
す
る
テ

キ
ス
ト
も
、
開
巻
と
結
巻
が
な
く
、
ほ
ぼ
同
様
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
15
と
16
は
江
南
地
域
の
宝
巻
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
ご
と
き
で
あ

る
。
要
す
る
に
、
現
存
す
る
清
初
の
江
南
地
域
の
宝
巻
は
、
明
末
の
中
原
地
域
で
大
流
行
し
た
宗
教
教
派
に
よ
る
影
響
が
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
く
、
よ
り
娯
楽
化
、
簡
単
化
し
た
と
い
う
地
域
的
特
徴
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
以
上
、
明
末
清
初
に
お
け
る
宝
巻
の
形
式
の
地
域

的
特
徴
を
み
て
き
た
。

　
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
7
『
続
金
瓶
梅
』
所
収
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
も
宗
教
教
派
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
の

民
間
宝
巻
の
一
種
で
あ
る
が
、
詳
細
な
形
式
は
後
述
す
る
。

二
　『
続
金
瓶
梅
』
に
見
え
る
宣
巻
の
形
式

　
明
末
か
ら
清
の
嘉
慶
ま
で
の
間
に
、
現
存
す
る
物
語
宝
巻
の
テ
キ
ス
ト
が
乏
し
い
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
背
後
で

は
、
テ
キ
ス
ト
を
作
り
出
し
て
い
く
よ
う
な
、
実
際
の
物
語
創
作
と
宣
巻
活
動
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
明
清
時
期
の
通
俗

長
編
白
話
小
説
や
戯
曲
資
料
か
ら
確
認
で
き
る（

（1
（

。『
続
金
瓶
梅
』
に
も
宣
巻
す
る
場
面
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝

巻
』
の
文
芸
ス
タ
イ
ル
を
、
前
述
し
た
同
時
期
の
宝
巻
の
形
式
と
比
較
し
な
が
ら
み
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
ま
ず
『
続
金
瓶

梅
』
の
成
書
年
代
と
作
品
の
趣
向
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　『
続
金
瓶
梅
』
六
四
回
は
、
明
の
万
暦
（
一
五
七
三
〜
一
六
一
九
）
半
ば
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
金
瓶
梅
詞
話
』
の
続
書
の
一
種

で
あ
る（

（1
（

。
作
者
の
丁
耀
亢
（
一
五
九
九
～
一
六
六
九
）
は
、
山
東
諸
城
の
人
で
、
字
は
西
生
。
野
鶴
、
紫
陽
道
人
な
ど
と
号
す
る
。
多
才

多
作
だ
が
、
明
末
清
初
に
生
き
た
多
く
の
文
人
と
同
じ
く
不
遇
で
波
乱
な
一
生
を
送
っ
た（

（1
（

。『
続
金
瓶
梅
』
は
清
初
の
順
治
一
七
（
一
六

六
〇
）
年
に
完
成
し
た
が（

（1
（

、
三
年
後
に
「
淫
書
」「
反
清
」
と
み
な
さ
れ
、
清
朝
政
府
に
禁
書
と
さ
れ
る
。
丁
耀
亢
も
一
二
〇
日
間
投
獄
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さ
れ
た（

（1
（

。

　『
金
瓶
梅
詞
話
』
の
最
終
回
（
第
百
回
）
は
、
北
宋
末
、
金
軍
が
山
東
省
清
河
県
に
迫
り
、
宋
金
戦
乱
の
中
で
西
門
慶
の
正
妻
で
あ
る

呉
月
娘
と
そ
の
息
子
が
一
〇
日
間
避
難
し
、
ま
た
一
方
で
は
、
亡
く
な
っ
た
西
門
慶
・
潘
金
蓮
・
陳
経
済
・
李
瓶
児
・
花
子
虚
・
春
梅
ら

は
済
度
さ
れ
托
生
す
る
場
面
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。『
続
金
瓶
梅
』
は
、
こ
の
避
難
の
場
面
か
ら
始
ま
る
。
宋
金
戦
乱
の
中
で
母
子
は
離

れ
ば
な
れ
に
な
り
、
再
会
す
る
ま
で
一
〇
年
を
要
し
た
。
そ
の
一
〇
年
の
間
、
親
子
が
互
い
を
探
し
求
め
る
と
い
う
基
本
設
定
の
中
に
、

生
ま
れ
変
わ
っ
た
西
門
慶
、
及
び
そ
の
周
辺
人
物
で
あ
る
潘
金
蓮
、
李
瓶
児
、
春
梅
ら
が
前
世
の
罪
業
に
応
じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
因
果
応
報

譚
が
挿
入
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
、
ア
呉
月
娘
と
息
子
孝
哥
の
離
合
譚 

、
イ
李
瓶
児
（
李
銀
瓶
）
と
花
子
虚
（
鄭
玉
卿
）
の
応
報
譚
、
ウ

潘
金
蓮
（
黎
金
桂
）
と
春
梅
（
孔
梅
玉
）
の
応
報
譚
、
と
い
う
三
つ
の
大
き
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
内
包
さ
れ
て
い
る
（
カ
ッ
コ
の
人
名
は
本

書
で
転
生
し
た
人
物
）。
小
説
の
中
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
登
場
人
物
の
各
々
の
因
果
応
報
譚
が
、『
太
上
感
応
篇
』
の
説
く
「
因
果

正
論
」
を
主
旨
と
し
て
、
毎
回
の
冒
頭
に
引
い
て
展
開
し
、
最
後
に
も
ま
た
「
因
果
正
論
」
を
述
べ
て
締
め
く
く
り
と
す
る
。「
因
果
正

論
」
は
い
わ
ば
、
つ
な
ぎ
の
よ
う
に
各
々
の
因
果
応
報
譚
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
長
編
に
な
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
と
関
わ
り
の
あ
る
『
続
金
瓶
梅
』
第
三
八
回
「
大
覚
寺
淫
女
参
禅
　
蓮
華
経
尼
僧
宣
巻
」
に
、
全
文
に
わ
た
り
、「
花
燈
轎
蓮
女

成
仏
公
案
」
を
宣
巻
す
る
状
況
と
そ
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
第
三
八
回
は
、
上
記
三
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
、
ウ
潘
金
蓮
（
黎
金

桂
）
と
春
梅
（
孔
梅
玉
）
の
応
報
譚
に
か
か
る
部
分
で
あ
る
。
ウ
の
粗
筋
と
登
場
人
物
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
潘
金
蓮
と
春
梅

は
、
そ
れ
ぞ
れ
黎
家
と
孔
家
の
娘
と
し
て
転
生
し
、
名
前
は
黎
金
桂
、
孔
梅
玉
と
い
う
。
母
親
同
士
が
友
達
で
あ
る
た
め
、
二
人
は
姉
妹

の
よ
う
に
親
し
く
、
密
か
に
同
性
愛
の
関
係
を
も
持
っ
て
い
る
。
の
ち
、
金
桂
が
性
的
に
不
能
な
劉
瘸
子
（
陳
敬
済
の
転
生
）
と
結
婚
し

満
た
さ
れ
な
い
日
々
を
送
る
。
つ
い
に
は
男
ほ
し
さ
で
子
宮
に
異
変
が
起
こ
っ
て
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
淫
乱
の
た
ち
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
性
生
活
の
で
き
な
い
体
に
な
っ
て
し
ま
う
。
彼
女
は
、
こ
う
し
て
苦
し
ん
だ
末
に
出
家
す
る
。
一
方
、
梅
玉
は
金
国
の
元
帥
の
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息
子
に
騙
さ
れ
て
妾
と
さ
れ
る
が
、
凶
暴
な
正
妻
（
孫
雪
嬢
の
生
ま
れ
変
わ
り
）
に
虐
げ
ら
れ
て
苦
し
む
。
あ
る
日
、
夢
の
中
で
前
世
に

お
け
る
正
妻
と
の
因
縁
を
知
り
、
現
世
の
苦
し
み
は
前
世
の
業
に
よ
る
も
の
だ
と
悟
っ
て
出
家
す
る
。

　
次
に
宣
巻
の
形
式
を
み
て
お
こ
う
。
第
三
八
回
「
大
覚
寺
淫
女
参
禅
　
蓮
華
経
尼
僧
宣
巻
」
の
冒
頭
に
開
巻
の
儀
式
が
書
か
れ
て
い

る
。
説
法
、
修
行
を
勧
め
、
開
経
偈
、
参
禅
、
諸
仏
名
を
称
え
、
開
巻
偈
を
誦
え
る
。
つ
い
で
本
文
に
入
る
。
本
文
は
「
品
」
で
分
け
、

説
（
せ
り
ふ
）
と
唱
（
う
た
）
を
交
互
に
用
い
て
展
開
す
る
。
前
述
し
た
当
時
の
北
方
宝
巻
に
よ
く
見
ら
れ
る
詩
賛
や
俗
曲
は
な
い
。
ま

た
結
経
の
儀
式
も
な
い
。

　『
続
金
瓶
梅
』
は
丁
耀
亢
の
晩
年
に
よ
る
作
品
で
、
山
東
で
成
立
し
刊
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
は
、
当
時
山

東
で
よ
く
知
ら
れ
た
宣
巻
形
式
に
よ
っ
て
書
い
た
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
。
た
だ
、
注
意
さ
れ
た
い
の
は
、
こ
の
宝
巻
に
は
次
の
よ
う
な

三
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

　
そ
の
一
、
宣
巻
す
る
場
所
は
尼
寺
で
あ
る
こ
と
。
明
清
時
代
の
宣
巻
が
行
わ
れ
る
場
と
し
て
は
、
閨
房
ま
た
は
尼
寺
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
『
金
瓶
梅
詞
話
』
や
『
醒
世
恒
言
』、『
紅
楼
夢
』
な
ど
、
多
く
の
明
清
白
話
小
説
の
描
写
か
ら
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
当
時
の
地
方
志
や
筆
記
小
説
で
、
女
性
が
尼
寺
に
集
ま
っ
て
宣
巻
を
聞
く
こ
と
を
い
か
が
わ
し
い
風
習
と
し
て
批
判
す
る
記
述
も
少

な
く
な
い
。
そ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
宗
教
教
派
の
厳
粛
な
宣
巻
活
動
や
、
女
性
信
者
が
功
徳
を
積
む
と
い
う
宗
教
色
の
強
い
活
動
の
場

合
、
寺
院
に
向
か
う
こ
と
が
多
い
。
こ
の
場
合
、
前
述
し
た
よ
う
な
複
雑
な
ス
タ
イ
ル
を
と
る
。
対
し
て
、
信
仰
の
み
な
ら
ず
、
女
性
の

鬱
憤
晴
ら
し
や
娯
楽
の
目
的
に
も
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
尼
僧
を
招
い
て
閨
房
で
宣
巻
す
る
こ
と
が
多
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。
例
え
ば

『
金
瓶
梅
詞
話
』
に
み
え
る
『
黄
氏
女
宝
巻
』『
五
祖
黄
梅
宝
巻
』
の
宣
巻
。
閨
房
で
の
宣
巻
ス
タ
イ
ル
は
寺
院
（
尼
寺
な
ど
）
の
そ
れ
よ

り
簡
略
化
さ
れ
る
。『
続
金
瓶
梅
』
は
前
述
し
た
趣
向
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
仏
教
説
話
を
用
い
て
「
因
果
正
論
」
を
説
く
と
い
う
主

旨
に
基
づ
い
て
展
開
し
て
い
る
。『
金
瓶
梅
詞
話
』
に
み
え
る
宣
巻
と
、
宣
巻
人
が
尼
僧
で
あ
る
点
は
同
様
で
あ
る
が
、
宣
巻
す
る
場
所
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は
そ
れ
の
閨
房
と
は
異
な
り
、
尼
寺
に
設
定
し
た
の
が
む
し
ろ
合
理
的
で
あ
り
、
当
時
の
実
状
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
二
、
冒
頭
に
開
経
の
儀
式
に
参
禅
が
あ
る
こ
と
。
前
掲
し
た
明
末
清
初
の
一
九
種
の
宝
巻
の
み
な
ら
ず
、
現
存
す
る
宝
巻
文
学
の

テ
キ
ス
ト
に
、
参
禅
す
る
こ
と
は
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
の
み
で
あ
り
、
ほ
か
に
見
出
せ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る

内
容
と
合
わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

　
そ
の
三
、
本
文
に
詩
賛
や
小
曲
、
俗
曲
が
な
く
、
説
と
唱
の
み
か
ら
な
る
。
特
に
注
目
さ
れ
た
い
の
は
、
説
と
唱
が
内
容
の
重
複
関
係

で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
以
下
に
引
こ
う（

（2
（

。

　
　
当
下
張
善
人
夫
妻
二
人
、
不
消
一
年
、
学
的
蓮
華
経
十
分
爛
熟
、
如
水
流
相
似
。
一
住
三
年
、
捧
茶
捧
水
、
全
没
一
点
慢
意
。
婆
婆

一
日
看
着
王
氏
道
：「
我
今
打
攪
你
夫
婦
三
年
、
経
已
念
熟
。
今
晩
要
辞
你
還
家
。」
王
氏
便
説
：「
媽
媽
。
你
今
傳
経
三
載
、
我
夫
妻

受
其
大
恩
、
不
曾
報
効
。
原
説
替
你
養
老
送
終
、
因
何
捨
我
便
去
。
你
家
今
在
何
処
、
甚
麼
地
名
？
　
我
夫
妻
好
送
你
回
去
、
時
時
看

望
你
。」
婆
婆
便
道
：「
張
善
人
夫
妻
近
前
来
、
聴
我
細
説
。」

　
　
撃
罄
一
声
、
又
念
：

　
　
張
善
人
你
夫
妻
休
要
掛
牽
、
我
本
来
無
定
住
身
在
空
門
。

　
　
要
回
去
那
里
定
東
西
南
北
、
説
声
去
就
要
走
不
論
行
程
。

　
　
南
無
阿
弥
陀
仏

　
　
無
始
来
誰
是
我
家
郷
住
坐
、
撒
手
去
誰
是
我
着
急
親
人
。

　
　
一
行
説
取
水
来
渾
身
沐
浴
、
盤
着
膝
打
着
坐
合
掌
帰
陰
。

　
　
南
無
阿
弥
陀
仏
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右
で
確
認
し
た
通
り
、
明
末
清
初
の
北
方
宝
巻
に
お
け
る
ス
タ
イ
ル
は
、
七
言
ま
た
は
五
言
の
詩
讃
が
そ
の
直
前
の
散
文
（
説
）
の
内

容
の
繰
り
返
し
な
の
が
一
般
的
で
あ
る
。『
続
金
瓶
梅
』
は
清
初
の
山
東
で
成
立
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
中
で
見
え
る
『
花
燈
轎
蓮
女
成

仏
宝
巻
』
の
全
体
的
ス
タ
イ
ル
は
む
し
ろ
、
当
時
の
江
南
地
域
の
宝
巻
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
簡
略
な
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
の
ス
タ
イ
ル
を
、
同
時
代
の
宝
巻
の
特
徴
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
察
し
て
き
た
。『
花
燈
轎
蓮

女
成
仏
宝
巻
』
の
存
在
は
、
順
治
年
間
以
前
に
因
果
を
説
く
仏
教
説
話
の
宝
巻
は
形
式
に
お
い
て
、
す
で
に
早
期
の
仏
教
宝
巻
よ
り
か
な

り
簡
単
化
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
清
初
の
教
派
宝
巻
の
中
心
地
と
さ
れ
る
中
原
地
域
で
は
類
例
を
見
な
い
ス
タ
イ
ル
を
見
せ
て
い
る
。

同
時
期
の
江
南
地
域
に
お
け
る
物
語
化
、
娯
楽
化
し
た
仏
教
宝
巻
と
類
似
す
る
形
式
が
見
ら
れ
る
の
が
興
味
深
い
。
作
者
丁
耀
亢
は
山
東

の
人
で
あ
る
が
、
江
南
を
遊
歴
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
末
清
初
の
江
南
で
流
行
し
た
宣
巻
の
形
式
を
取
り
入
れ
て
書
い
た
可
能

性
も
否
め
な
い
。
ま
た
は
江
南
地
域
で
見
聞
き
し
た
同
話
の
宝
巻
が
当
時
存
在
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
次
に
こ
の
話
の
系
譜
を
み
て

い
こ
う
。三

　「
蓮
女
成
仏
」
の
系
譜

　『
続
金
瓶
梅
』
に
見
え
る
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
蓮
女
成
仏
」
と
い
う
仏
教
説
話
を
説
く
宣
巻
で
あ

る
。
宋
元
時
代
と
さ
れ
る
清
平
山
堂
話
本
の
一
種
『
雨
窓
集
』
に
所
収
す
る
「
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
記（

（2
（

」
の
内
容
と
、
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ

る
。
そ
の
粗
筋
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
花
屋
を
営
む
信
心
家
の
張
元
善
夫
婦
は
子
ど
も
が
い
な
い
。
あ
る
日
、
法
華
経
（『
妙
法
蓮
華
経
』）
を
唱
え
て
き
た
盲
目
の
老
婆
を
家

に
引
取
っ
て
母
親
の
よ
う
に
孝
養
を
つ
く
し
た
。
三
年
後
、
老
婆
は
張
家
で
坐
化
し
た
。
張
氏
夫
妻
は
こ
の
陰
徳
に
よ
り
、
妻
が
懐
妊
し
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て
一
女
を
生
み
、
蓮れ

ん

女に
ょ

と
名
づ
け
た
。
異
常
に
聡
明
な
蓮
女
は
実
は
老
婆
の
転
生
で
あ
る
。
七
歳
の
幼
さ
で
す
で
に
仏
経
を
読
誦
で
き

る
。
蓮
女
は
能
仁
寺
の
恵
光
禅
師
に
つ
い
て
仏
法
を
学
ぶ
。
恵
光
禅
師
に
し
ば
し
ば
、
龍
女
が
八
歳
で
成
仏
で
き
た
が
、
私
は
ど
う
す
れ

ば
成
仏
で
き
る
か
と
尋
ね
る
。
一
六
歳
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
「
ま
ず
男
を
探
せ
（
且
去
尋
個
漢
子
）」
と
い
う
恵
光
禅
師
の
答
え
を
悟

る
。
一
八
歳
、
李
家
の
若
旦
那
に
み
そ
め
ら
れ
て
妻
に
請
わ
れ
る
。
し
か
し
轎
に
乗
っ
た
花
嫁
の
蓮
女
は
、
李
家
に
着
い
た
と
き
に
は
す

で
に
轎
の
中
で
端
然
と
し
て
坐
化
し
て
い
た
。

　
蓮
女
が
し
ば
し
ば
言
及
す
る
「
龍
女
が
八
歳
で
成
仏
す
る
」
と
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
四
「
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
」
に
み
ら
れ
る

「
龍
女
成
仏
」
説
話
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
ご
と
き
で
あ
る
。
八
歳
の
龍
女
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
熟
記
し
、
成
仏
し
て
男
に
変
わ
る

（「
変
成
男
子
」）
と
い
う
点
が
興
味
深
い
。
当
該
箇
所
を
引
い
て
お
く（

（2
（

。

　
文
殊
師
利
言
：
有
娑
竭
羅
龍
王
女
、
年
始
八
歲
、
智
慧
利
根
、
善
知
衆
生
諸
根
行
業
、
得
陀
羅
尼
。
諸
仏
所
說
、
甚
深
秘
藏
、
悉
能
受

持
、
深
入
禅
定
、
了
達
諸
法
。（
中
略
）
時
舍
利
弗
語
龍
女
言
：
汝
謂
不
久
得
無
上
道
、
是
事
難
信
。
所
以
者
何
？
　
女
身
垢
穢
、
非

是
法
器
。
云
何
能
得
無
上
菩
提
？
　
仏
道
懸
曠
、
経
無
量
劫
。
勤
苦
積
行
、
具
修
諸
度
、
然
後
乃
成
。
又
女
人
身
猶
有
五
障
、
一
者
不

得
作
梵
天
王
、
二
者
帝
釋
、
三
者
魔
王
、
四
者
轉
輪
聖
王
、
五
者
仏
身
。
云
何
女
身
速
得
成
仏
？
　
爾
時
龍
女
有
一
宝
珠
、
価
値
三
千

大
千
世
界
。
持
以
上
仏
、
仏
即
受
之
。
龍
女
謂
智
積
菩
薩
尊
者
舍
利
弗
言
：
我
献
宝
珠
、
世
尊
納
受
、
是
事
疾
不
？
　
答
言
：
甚
疾
。

女
言
：
以
汝
神
力
、
観
我
成
仏
、
復
速
於
此
。
当
時
衆
会
皆
見
龍
女
忽
然
之
間
変
成
男
子
、
具
菩
薩
行
、
即
往
南
方
無
垢
世
界
、
坐
宝

蓮
華
、
成
等
正
覚
。

　「
女
人
成
仏
」「
変
成
男
子
」
の
仏
教
説
話
は
、
ほ
か
に
も
『
月
上
女
経
』
に
あ
る
よ
う
な
、
か
ぐ
や
姫
型
の
説
話
が
あ
り
、
ま
た
陝
西
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で
流
伝
す
る
魚
藍
観
音
説
話
系
統
の
馬め

郎ろ
う

婦ふ

の
話
に
も
類
似
す
る
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
。
蓮
女
の
こ
の
話
が
こ
れ
ら
の
説
話
か
ら
脱
化

し
た
も
の
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
根
本
思
想
は
共
通
す
る
と
み
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

　
宣
巻
の
本
文
は
、
普
門
品
か
ら
始
め
て
金
剛
経
に
進
み
、
最
後
に
法
華
経
を
課
す
る
話
だ
が
、
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
法
華
経
を
経

典
の
王
と
す
る
思
想
か
ら
来
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。『
高
僧
伝
』
に
も
、
誦
経
の
一
科
が
た
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
経
典
読
誦
の

功
徳
は
早
く
か
ら
力
説
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
と
く
に
僧
尼
の
資
格
試
験
で
は
誦
経
の
量
が
規
準
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
話
で
は
盲
目
の

老
婆
が
長
篇
の
法
華
経
を
暗
誦
す
る
こ
と
が
で
き
、
蓮
女
も
七
歳
の
幼
さ
で
法
華
経
を
読
誦
で
き
る
と
、
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
た
の
は
、

い
か
に
も
仏
教
説
話
ら
し
い
着
想
で
あ
る
。

　「
蓮
女
成
仏
」（
女
人
成
仏
）
説
話
の
系
譜
に
は
、
花
嫁
が
嫁
に
入
る
轎
の
中
に
坐
化
す
る
、
ま
た
は
美
女
の
屍
骸
が
た
ち
ま
ち
に
腐
爛

し
た
と
い
う
の
は
イ
ヤ
な
趣
向
だ
が
、
こ
れ
も
い
わ
ゆ
る
女
性
の
不
浄
観
か
ら
来
た
も
の
で
、
愛
慾
断
滅
の
禅
法
と
し
て
説
か
れ
た
も
の

に
ち
が
い
な
い
。
女
性
の
不
浄
観
は
右
に
引
い
た
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
は
じ
め
、
古
い
仏
典
に
多
く
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
『
大
荘
厳
経

論
』
巻
四
に
「
法
師
淫
女
を
化
し
て
骸
骨
と
作
し
衆
人
を
化
す
る
縁
」
と
い
う
標
題
の
よ
う
な
話
が
あ
る（

（2
（

。

　
た
だ
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
で
は
、
蓮
女
は
龍
女
の
よ
う
に
即
時
に
男
に
変
身
（「
変
成
男
子
」）
し
て
成
仏
し
た
の
で
は
な
い
。

次
の
よ
う
な
禅
師
と
の
問
答
を
み
て
お
こ
う
。

　　
蓮
女
又
問
道
：「
照
見
幾
個
？
」
長
老
答
曰
：「
照
見
一
個
、
半
個
。」
蓮
女
同
曰
：「
一
個
是
誰
？
　
半
個
是
誰
？
」
長
老
道
： 「
一
個

是
我
、
半
個
是
你
。」
蓮
女
曰
：「
借
吾
師
法
座
來
、
與
你
講
法
。」
長
者
曰
：「
且
去
尋
個
漢
子
來
還
債
。」
道
罷
、
蓮
女
通
紅
了
臉
。

　
蓮
女
は
七
歳
か
ら
成
仏
し
た
く
な
り
、
し
ば
し
ば
恵
光
禅
師
に
ど
う
す
れ
ば
成
仏
で
き
る
か
を
伺
う
。
恵
光
禅
師
は
「
あ
な
た
は
ま
だ
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半
分
の
人
間
に
す
ぎ
な
い
（
半
個
是
你
）」、「
ま
ず
男
を
探
し
て
債
を
還
せ
（
且
去
尋
個
漢
子
還
債
）」
と
答
え
た
の
で
あ
る
。
や
や
不
可

解
な
禅
問
答
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
俗
世
で
い
る
女
は
一
人
前
の
人
間
に
は
な
ら
な
い
た
め
、
龍
女
の
よ
う
に
即
時
に
男
に
変
身
し
て
成
仏

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
男
と
結
ば
れ
て
初
め
て
一
人
前
の
人
間
と
成
り
得
て
成
仏
で
き
る
と
説
く
の
で

あ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
蓮
華
色
女
（
蓮
華
色
比
丘
尼
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
：U

tpalavarnnā

）
の
仏
教
説
話
と
も
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。「
蓮
華

色
女
」
説
話
は
『
雑
阿
含
経
』
巻
四
五
や
『
阿
羅
漢
具
徳
経
』
な
ど
多
く
の
仏
教
経
典
に
見
え
る
。
ま
た
『
大
唐
西
域
記
』
巻
四
に
も
類

話
が
あ
る
。

　
蓮
華
色
女
は
ウ
ッ
ジ
ェ
ー
ニ
ー
（
優
禅
那
邑
、
憂
禅
と
も
書
く
）
国
の
人
に
嫁
し
て
一
女
を
産
ん
だ
が
、
夫
が
密
か
に
母
親
と
通
じ
た

る
の
を
知
る
。
生
ん
だ
娘
が
八
歳
の
時
に
、
一
人
家
出
し
た
。
彼
女
は
疲
れ
果
て
て
波
羅
奈
（
パ
ラ
ナ
シ
ー
）
国
に
至
り
、
ち
ょ
う
ど
妻

を
亡
く
し
た
長
者
と
出
会
い
、
そ
の
妻
と
な
っ
た
。
そ
の
八
年
後
、
長
者
が
ウ
ッ
ジ
ェ
ー
ニ
ー
へ
赴
き
、
若
い
女
を
妾
と
し
連
れ
戻
る
。

彼
女
は
こ
の
少
女
を
愛
し
、
少
女
も
彼
女
を
母
の
よ
う
に
慕
い
、
共
に
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
た
。
し
か
し
後
に
彼
女
の
素
生
を
聞
く
と
、

そ
れ
が
以
前
残
し
て
き
た
実
の
娘
で
あ
る
事
を
知
り
、
自
ら
自
責
の
念
に
か
ら
れ
、
ま
た
も
や
母
娘
で
夫
を
共
に
し
た
因
縁
を
悲
し
み
、

再
び
長
者
の
家
を
出
た
。
長
者
の
家
を
出
て
ヴ
ェ
ー
サ
リ
ー
（
毘
舎
離
）
国
城
に
奔
り
、
淫
女
の
群
れ
に
身
を
投
じ
て
そ
の
筆
頭
に
な
っ

た
。
後
に
王
舎
城
に
移
り
、
目
連
の
教
化
を
受
け
、
摩
訶
波
闍
波
提
に
就
い
て
出
家
し
比
丘
尼
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、「
蓮
女
成
仏
」
と
関
連
し
て
、「
龍
女
成
仏
」
説
話
と
蓮
華
色
女
説
話
を
み
て
き
た
。
第
三
八
回
「
大
覚
寺
淫
女
参
禅
　
蓮

華
経
尼
僧
宣
巻
」
と
い
う
題
名
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、「
因
果
正
論
」
を
主
旨
と
し
な
が
ら
、『
続
金
瓶
梅
』
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
見

え
る
「
龍
女
成
仏
」
説
話
を
素
材
と
し
て
宣
巻
す
る
の
で
は
な
く
、「
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
」
物
語
に
し
た
所
以
も
理
解
で
き
よ
う
。
蓮
華

色
女
は
、
前
世
に
お
け
る
男
と
の
因
縁
を
知
り
、
現
世
の
苦
し
み
は
前
世
の
業
に
よ
る
も
の
だ
と
悟
っ
て
出
家
す
る
。『
花
燈
轎
蓮
女
成
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仏
宝
巻
』
で
い
う
「
男
を
探
し
て
債
を
還
せ
（
且
去
尋
個
漢
子
還
債
）」
も
同
様
の
趣
意
で
あ
る
と
理
解
し
て
も
よ
か
ろ
う
。

四
　
仏
教
説
話
か
ら
話
本
、
話
本
か
ら
宝
巻
へ

　
と
こ
ろ
で
、
最
後
に
蓮
女
が
李
家
の
若
旦
那
に
婚
姻
を
許
し
、
嫁
入
っ
た
と
た
ん
に
、
花
嫁
が
乗
る
轎
の
中
で
急
死
し
て
坐
化
し
て
い

た
と
は
ど
う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
宝
巻
の
常
套
か
ら
す
れ
ば
、
残
さ
れ
た
男
も
発
心
し
て
念
仏
修
行
す
る
か
出
家
す
る
か
さ
せ
る
と

こ
ろ
だ
が
、『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
は
、
そ
の
辺
は
端
折
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
感
が
否
め
な
い
。
前
述
し
た
魚
籃
観
音
（
馬
郎
婦
）

説
話
で
も
、
馬
氏
の
子
が
後
に
ど
う
し
た
と
も
語
っ
て
お
ら
ず
、
た
だ
一
般
に
陝
西
の
風
俗
が
改
ま
っ
た
と
説
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
人
間
の
運
命
よ
り
も
仏
教
の
説
教
が
目
的
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
物
語
宝
巻
と
り
わ
け
江
南
地
域
の
宝
巻
に
見
ら

れ
る
登
場
人
物
は
最
後
に
ほ
と
ん
ど
得
道
し
て
成
仏
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、『
続
金
瓶
梅
』
に
見
え
る
『
花

燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
は
、
い
わ
ば
宝
巻
ら
し
い
宝
巻
を
作
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
前
述
し
た
ウ
潘
金
蓮
（
黎
金

桂
）
と
春
梅
（
孔
梅
玉
）
の
応
報
譚
を
説
く
と
い
う
小
説
の
趣
意
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、『
花
燈
轎
蓮

女
成
仏
宝
巻
』
は
、
当
時
す
で
に
単
独
に
成
立
し
流
布
し
て
い
た
宝
巻
で
は
な
く
、『
続
金
瓶
梅
』
の
作
者
丁
耀
亢
が
説
経
類
の
一
種
と

さ
れ
る
話
本
物
語
「
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
記
」
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
宝
巻
化
し
た
可
能
性
が
極
め
て
大
き
い
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
の
形
式
の
特
徴
そ
の
二
と
そ
の
三
も
傍
証
と
な
る
。『
花
燈
轎
蓮
女
成

仏
宝
巻
』
の
開
経
の
儀
式
に
参
禅
が
あ
る
こ
と
が
す
で
に
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
現
存
す
る
宝
巻
文
学
の
テ
キ
ス
ト
に
、
参
禅
す
る
こ

と
は
ま
だ
見
出
せ
な
い
。
話
本
「
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
記
」
を
小
説
の
第
三
八
回
に
移
植
し
、
宝
巻
と
い
う
文
芸
ス
タ
イ
ル
に
リ
ラ
イ
ト
す

る
時
、
物
語
の
趣
意
に
合
わ
せ
て
、
元
の
話
本
に
あ
っ
た
形
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
話
の
筋
も
話
本
に
忠
実
な
ま
ま

で
、
格
別
の
改
変
は
見
え
な
い
。
ま
た
、『
続
金
瓶
梅
』
は
清
初
の
山
東
で
成
立
し
た
小
説
で
あ
る
が
、『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
の
ス



81 『続金瓶梅』に見える「蓮女成仏公案」をめぐって

タ
イ
ル
は
、
当
時
の
北
方
宝
巻
に
お
け
る
一
般
的
な
形
式
と
は
異
な
る
。
こ
の
特
徴
も
、
当
時
そ
の
地
域
で
成
立
し
、
民
間
で
宣
巻
さ
れ

て
い
た
単
行
の
宝
巻
作
品
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
あ
る
い
は
、
丁
耀
亢
が
江
南
地
域
を
遊
歴
し
た
際
、
当
時
見
聞
き
し
た
宝
巻
の

簡
略
し
た
形
式
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
は
話
本
物
語
を
宝
巻
化
す
る
具
体
例
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。
宝
巻
の
変
遷
史
に
お
い
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
『
続
金
瓶
梅
』
に
見
え
る
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
を
一
つ
の
モ
デ
ル
作
品
と
し
て
、
そ
の
形
式
と
内
容
に
つ
い
て
分
析

し
、
そ
れ
を
通
し
て
明
末
清
初
に
お
け
る
宝
巻
の
転
換
期
の
様
相
の
一
端
を
う
か
が
っ
て
き
た
。
あ
ら
た
め
て
結
論
を
要
約
し
て
示
す
と

と
も
に
、
残
さ
れ
た
課
題
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
明
末
か
ら
清
の
嘉
慶
以
前
ま
で
、
物
語
宝
巻
の
ス
タ
イ
ル
は
、
教
派
宝
巻
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
に
な
っ
て
い
き
、
教
派
で
な
い
民
間
の

宝
巻
は
簡
略
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
変
化
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。『
続
金
瓶
梅
』
は
清
初
の
山
東
で
成
立
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
中
で

見
え
る
『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
の
全
体
的
ス
タ
イ
ル
は
む
し
ろ
、
当
時
の
江
南
地
域
の
宝
巻
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
簡
略
な
ス
タ
イ
ル

に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
宝
巻
の
存
在
は
、
順
治
年
間
以
前
に
因
果
を
説
く
仏
教
説
話
の
宝
巻
は
形
式
に
お
い
て
、
す
で
に
早
期
の
仏
教
宝
巻
よ
り
か
な
り

簡
単
化
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
ま
た
物
語
の
内
容
の
分
析
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
は
当
時
す
で
に
成
立
し
流
布
し
て
い
た
単
行
の
宝
巻
で

は
な
く
、『
続
金
瓶
梅
』
の
作
者
丁
耀
亢
が
説
経
類
の
一
種
と
さ
れ
る
話
本
物
語
「
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
記
」
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
宝
巻
化

し
た
可
能
性
が
極
め
て
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
現
存
す
る
早
期
テ
キ
ス
ト
の
数
量
に
乏
し
い
中
、『
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
宝
巻
』
は
体
裁
・
内
容
な
ど
の
文
学
面
に
お
い
て

も
、
宝
巻
史
そ
の
も
の
研
究
に
お
い
て
も
、
恰
好
な
一
例
と
な
る
と
言
え
よ
う
。

注（
1
）	

宝
巻
は
、
成
立
時
期
や
思
想
、
形
態
、
題
材
な
ど
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
と
分
類
が
可
能
で
あ
る
が
、
筆
者
は
通
俗
文
学
と
関
わ
り
の
深
い
物
語
宝
巻
を
研

究
対
象
と
し
て
お
り
、
本
稿
で
い
う
「
宝
巻
」
も
主
に
こ
れ
を
指
す
。

（
2
）	

『
続
金
瓶
梅
』
に
関
し
て
は
、
そ
の
作
者
丁
耀
亢
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
に
つ
れ
、
一
九
九
〇
年
前
後
に
特
に
注
目
さ
れ
た
。
以
来
、
版

本
の
研
究
、
創
作
時
期
の
考
証
、
作
者
、
思
想
、
主
旨
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
多
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
例
と
し
て
、
孫
言
誠
「『
続
金
瓶
梅
」
的
刻

本
、
抄
本
和
改
写
本
」（『
金
瓶
梅
芸
術
世
界
』
所
収
、
吉
林
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）、
石
玲
「
金
瓶
梅
的
作
期
及
其
他
」（
同
上
所
収
）、
羅
徳
栄

「『
続
金
瓶
梅
』
主
旨
索
解
」（
李
増
坡
主
編
『
丁
耀
亢
研
究
―
海
峡
両
岸
丁
耀
亢
学
術
研
討
会
論
文
集
』
所
収
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
張
兵
「
丁
耀
亢
研
究
的
回
顧
与
思
考
」（『
中
国
文
学
研
究
』、
一
九
九
七
年
第
四
期
所
収
）
に
『
続
金
瓶
梅
』
の
研
究
史
を

簡
単
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
3
）	

例
え
ば
、
陸
永
峰
・
車
錫
倫
『
靖
江
宝
巻
研
究
』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
尚
麗
新
・
車
錫
倫
『
北
方
民
間
宝
巻
研
究
』（
商
務
印

書
館
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
4
）	

澤
田
瑞
穂
『
増
補
　
宝
巻
の
研
究
』
第
三
章
「
宝
巻
の
変
遷
」
第
三
七
頁
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）
参
照
。

（
5
）	

車
錫
倫
『
中
国
宝
巻
研
究
』
第
一
章
「
宝
巻
概
論
」
第
二
頁
、
広
西
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
6
）	

例
え
ば
、
浅
井
紀
『
明
清
時
代
民
間
宗
教
結
社
の
研
究
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
〇
年
）、
馬
西
沙
・
韓
秉
方
『
中
国
民
間
宗
教
史
』（
上
海
出
版
社
、

一
九
九
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
7
）	

明
末
清
初
の
民
間
の
宣
巻
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宝
巻
の
流
布
と
明
清
女
性
文
化
」（『
中
国
古
籍
流
通
学
の
確
立
』、
雄
山
閣
、
二
〇
〇
七
年
）

で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
8
）	

車
錫
倫
編
著
『
中
国
宝
巻
総
目
』、
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
9
）	

尚
麗
新
・
車
錫
倫
『
北
方
民
間
宝
巻
研
究
』
第
四
九
頁
も
合
わ
せ
て
参
照
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
五
年
。
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（
10
）	

車
錫
倫
「
江
南
民
間
信
仰
的
劉
猛
将
」
で
詳
し
い
論
考
が
あ
る
。『
中
国
宝
巻
研
究
論
集
』
所
収
、
第
一
九
九
〜
二
三
三
頁
、
学
海
出
版
社
、
一
九
九

七
年
。

（
11
）	
呉
方
言
宝
巻
。
注
5
参
照
、
第
一
二
六
頁
。

（
12
）	
簡
称
『
尋
夫
巻
』。
朱
鎔
照
原
抄
、
□
子
法
校
訂
（
□
は
判
読
困
難
））「
嘉
慶
六
年
（
一
八
〇
一
）
六
月
」
と
い
う
校
訂
者
の
記
か
ら
、
本
書
の
改

編
、
抄
写
は
嘉
慶
六
年
以
前
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
宝
巻
の
中
に
は
、
部
分
的
に
呉
方
言
を
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
、「
未
知
意
下
若
何
能
（
お
考
え

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
）」「
好
像
晴
天
霹
雷
能
（
青
天
霹
靂
の
よ
う
だ
）」。
本
書
に
つ
い
て
、
車
錫
倫
先
生
に
よ
る
論
考
が
あ
る
。
注
5
、
第
五
八
七
〜

五
八
八
頁
。

（
13
）	

注
8
。

（
14
）	

注
5
参
照
、
第
一
二
九
頁
。

（
15
）	

通
俗
小
説
、
戯
曲
資
料
に
み
る
「
宣
巻
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
7
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）	

『
金
瓶
梅
』
の
続
書
は
主
に
『
玉
嬌
李
』（
佚
書
、
一
作
玉
嬌
麗
、
万
暦
年
間
成
立
と
さ
れ
る
）、『
続
金
瓶
梅
』（
即
ち
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
作

品
）、『
隔
簾
花
影
』（
康
熙
年
間
成
立
と
さ
れ
る
、
撰
者
不
詳
）、『
金
屋
夢
』（
夢
筆
生
著
、
一
九
一
五
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、『
隔
簾
花
影
』
と
『
金

屋
夢
』
は
『
金
瓶
梅
』
の
続
書
と
い
う
よ
り
、『
続
金
瓶
梅
』
の
改
作
本
で
あ
る
。
な
お
、
四
書
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
黄
霖
「
金
瓶
梅
続
書
三
種
・
前

言
」（『
金
瓶
梅
続
書
三
種
』、
斉
魯
書
社
、
一
九
八
八
年
）、
朱
叔
眉
編
『
続
金
瓶
梅
』
及
其
刪
改
本
『
隔
簾
花
影
』
和
『
金
屋
夢
』」（『
明
清
小
説
論

叢
』、
春
風
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
に
詳
し
い
論
考
が
あ
る
。
ま
た
、
尾
坂
徳
司
訳
『
隔
簾
花
影
』（
千
代
田
書
房
、
一
九
五
〇
年
）
の
解
説
で
も

言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）	

張
清
吉
著
『
丁
耀
亢
年
譜
』（
南
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
18
）	

『
続
金
瓶
梅
』
の
成
書
年
代
は
従
来
諸
説
が
あ
る
。
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
編
『
歴
史
檔
案
』
二
〇
〇
〇
年
第
二
期
に
、
順
治
年
間
丁
耀
亢
受
審
案
の

審
判
記
錄
の
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
資
料
に
丁
耀
亢
本
人
に
よ
る
次
の
よ
う
な
供
述
が
あ
る
。「
此
『
続
金
瓶
梅
』
十
三
巻
書
、
乃
為
小
的
一

人
撰
寫
。
小
的
于
順
治
十
七
年
獨
自
撰
寫
、
並
無
他
人
」。
こ
の
史
料
に
拠
れ
ば
『
続
金
瓶
梅
』
は
順
治
一
七
年
に
成
立
し
た
と
判
断
で
き
よ
う
。
た
だ

こ
れ
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
研
究
者
も
い
る
。
歐
陽
建
「『
続
金
瓶
梅
』
的
成
書
年
代
」（『
斉
魯
学
刊
』
二
〇
〇
四
年
第
五
期
、
第
一
一
九
〜
一
二
三

頁
）、
劉
洪
強
「『
続
金
瓶
梅
』
成
書
年
代
新
考
」（『
東
岳
論
叢
』
二
〇
〇
八
年
第
三
期
、
第
一
〇
五
〜
一
〇
九
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）	

丁
耀
亢
は
投
獄
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
帰
山
草
・
清
室
雜
著
八
首
』
の
冒
頭
「
寄
詩
誌
感
」
に
こ
う
述
べ
る
。「
乙
巳
八
月
、
以
『
続
書
』
被
逮
、
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＊
本
稿
は
二
〇
二
三
年
度
科
学
研
究
助
成
費
（
基
盤
研
究
Ｃ
　
課
題
番
号
：23K

00345

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

待
罪
候
旨
。
至
季
冬
、
蒙
赦
得
放
還
山
、
共
計
一
百
二
十
日
。
獄
司
檀
子
文
馨
、
燕
京
名
士
也
。
耳
予
名
如
故
交
、
率
諸
吏
典
各
醵
酒
、
三
日
一
集
、
或

至
夜
半
、
酣
歌
達
旦
、
不
知
身
在
籠
中
也
。
各
索
詩
紀
事
、
予
眼
昏
作
粗
筆
、
各
分
去
。
寄
詩
誌
感
。」
丁
耀
亢
撰
、
李
増
坡
主
編
、
張
清
吉
點
校
『
丁

耀
亢
全
集
』
上
冊
、
第
四
七
二
〜
四
七
三
頁
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

（
20
）	
前
掲
注
19
『
丁
耀
亢
全
集
』
中
冊
、
第
二
九
三
頁
。

（
21
）	

胡
士
瑩
先
生
は
「
花
燈
轎
蓮
女
成
仏
記
」
に
見
え
る
呼
称
と
慣
用
語
、
民
俗
な
ど
の
角
度
か
ら
考
察
を
行
い
、
こ
れ
を
宋
代
の
話
本
（「
本
篇
為
宋
人

話
本
」）
と
判
定
し
た
。『
話
本
小
説
概
論
』
上
冊
、
第
一
二
六
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
。

（
22
）	

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
九
冊
第
三
三
頁
、
新
文
豊
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。

（
23
）	

澤
田
瑞
穂
「
魚
籃
観
音
　
そ
の
説
話
と
文
芸
」
を
参
照
。『
仏
教
と
中
国
文
学
』
所
収
、
第
一
四
三
〜
一
六
三
頁
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
。

（
24
）	

そ
の
内
容
は
こ
う
で
あ
る
。「
時
に
彼
の
法
師
す
な
は
ち
神
通
を
も
っ
て
、
こ
の
淫
女
を
度
す
る
に
、
膚
肉
堕
落
し
て
た
だ
白
骨
の
み
あ
り
、
五
内
諸

蔵
こ
と
ご
と
く
み
な
露
現
す
。」
そ
こ
で
衆
人
は
「
一
切
諸
法
は
幻
の
ご
と
く
化
人
の
ご
と
く
水
聚
沫
の
ご
と
く
金
塗
銭
の
ご
と
し
。
た
だ
人
を
誑
惑
す

る
の
み
。
さ
き
に
は
女
人
の
あ
ら
ゆ
る
美
色
容
止
観
ず
ベ
く
、
今
は
た
だ
忽
然
と
し
て
骨
聚
を
見
る
の
み
。
儀
容
端
正
ま
さ
に
諸
の
姿
態
を
な
す
は
、
状

蠱
道
の
ご
と
し
。
か
く
の
ご
と
き
こ
と
、
今
い
づ
く
に
か
あ
る
。」
と
し
て
不
浄
観
を
得
、
ま
た
は
出
家
勤
修
し
て
阿
羅
漢
果
を
得
た
と
あ
る
。
前
掲
注

23
参
照
。


